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◆令和 2 年度第 3 次補正予算案、令和 3 年度予算案が

閣議決定される 
 

令和 2 年 12 月 15 日に令和 2 年度第 3 次補正予算案が、12 月 21 日に令和 3 年度予算案

が閣議決定されました。 

令和 2 年度第 3 次補正予算案では、第 2 次補正予算の新型コロナウイルス感染拡大防止

対策に係る支援の予算額不足分として、約 64億円が計上されています（内閣府予算）。 
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また、厚生労働省の第 3 次補正予算案の「保育環境改善等事業」として、第 1 次、第 2

次補正予算に加え、かかり増し経費への支援が行われます（保育環境改善等事業（保育対

策総合支援事業費補助金））。 

かかり増し経費の具体的な内容については、「通常想定していない感染症対策に関する業

務の実施に伴う手当など」とされ、「法人（施設）の給与規程等に基づき支払われる手当等

のほか、非常勤職員を雇上した場合の賃金」とされています。 

 

補助基準額は、1施設当たり 

（1）定員 19人以下 30万円以内 

（2）定員 20人以上 59 人以下 40万円以内 

（3）定員 60人以上 50万円以内 

（4）児童厚生施設及び認可外の居宅訪問型保育事業 30万円以内 

   ※（認可の）居宅訪問型保育事業は定員ではなく、月初日における利用児童数 

 

補助割合は、国 1/2、市区町村等 1/2となっています。 

 

 
 

内閣府の第 3次補正予算案の新型コロナウイルス感染症対策については、延長保育事業、

一時預かり事業、病児保育事業などに、下記のとおりかかり増し経費等が盛り込まれてい

ます（子ども・子育て支援交付金）。 
 

補助基準額は、延長保育事業は事業を実施する保育所等の補助基準額の 1/2 の額以内、

一時預かり事業、病児保育事業は、1か所等当たり 30万円以内となっています。 

 

補助割合は、国 1/3、都道府県 1/3、市区町村 1/3です。 
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施設の ICT 化については、「保育所等における ICT 化推進等事業」が盛り込まれました。 

保育の周辺業務や補助業務（保育に関する計画・記録や保護者との連絡、子どもの登降

園管理等の業務）に係る ICT 等を活用した業務システムの導入費用及び外国人の子どもの

保護者とのやりとりに係る通訳や翻訳のための機器の導入にかかる費用の一部を補助する

こととされています。 

補助基準額は、1 施設当たり 100 万円、翻訳機等の購入は 1 施設当たり 15 万円とされ、

補助割合は、国 1/2、市区町村 1/4、事業者 1/4です。 
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保育所等整備交付金については、令和 2 年度第 3 次補正予算案と令和 3 年度予算案にお

いて引き続き待機児童解消等のために盛り込まれています。新子育て安心プランに参加す

る等の市区町村の補助割合は令和 2年度に引き続き低減されます。 

また、保育士宿舎借り上げ支援事業については、下記のとおり見直しが行われます。 

 

 
 

■厚生労働省トップページ > 政策について > 分野別の政策一覧 > 子ども・子育て > 子ども・子育て

支援 > 保育関係 > 保育所等における新型コロナウイルス対応関連情報 

  https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09762.html 

  75「保育所等におけるマスク購入等の感染拡大防止対策に係る支援等（第三次補正予算案）」（令和 2

年 12月 15日） 
 

■厚生労働省トップページ > 政策について > 分野別の政策一覧 > 子ども・子育て > 子ども・子育て

支援 > 保育関係 > 保育対策関係予算の概要 

  https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000123466.html 

 

 

◆「新子育て安心プラン」が閣議決定される 
 

令和 2年 12月 21日、「新子育て安心プラン」が閣議決定されました。 
 

待機児童の解消をめざし、女性の就業率の上昇を踏まえた保育の受け皿整備、幼稚園や

ベビーシッターを含めた地域の子育て資源の活用を進めることとされ、令和 3 年度から令

和 6年度末までの 4年間で約 14万人の保育の受け皿を整備するほか、①地域の特性に応じ

た支援、②魅力向上を通じた保育士の確保、③地域のあらゆる子育て資源の活用を柱とし

ています。 
 

「①地域の特性に応じた支援」の中に「人口減少地域の保育の在り方の検討」があげら

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_09762.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000123466.html
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れていますが、本会は令和 3 年 1 月から国の調査研究事業の研究会に参画する予定です。

保育施策検討特別委員会を中心に、課題の整理を行っており、引き続き議論を進める予定

です。 

 

また、令和 3 年度予算案の厚生労働省社会・援護局予算案において、社会福祉施設職員

等退職手当共済制度による保育所等に対する公費助成が延長されることが盛り込まれてい

ます。 
 

 
 

■厚生労働省トップページ > 報道発表資料 > 2020年 12月 > 「新子育て安心プラン」の公表につい

て 

  https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000202678_00005.html 

  「新子育て安心プラン」の公表について 

 

 

◆保育所・認定こども園リーダートップセミナー 

（web セミナー）申込受付中 
 

本会では、標記セミナーを web セミナーにて開催いたします。動画を公開する期間は、

令和 3年 2月 1日から 15 日の 2週間です。 

 
 

全国保育協議会 

保育所・認定こども園リーダートップセミナー 
 

詳細は、全国保育協議会ホームページ「保育所・認定こども園リーダートップセミナ

ー」開催要項をご参照ください。 

http://www.zenhokyo.gr.jp/kensyu/leader2020/youkou.pdf 
 

https://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000202678_00005.html
http://www.zenhokyo.gr.jp/kensyu/leader2020/youkou.pdf
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1．プログラム 

 Web上に各講義等の動画をアップロードいたしますので、PC・タブレット等で視聴して

ご受講いただきます。 

（動画公開期間：令和 3年 2月 1日～15日、期間外には視聴できません。） 
 

（1）あいさつ「開会にあたって」全国保育協議会 会長 万田 康 
 

（2）行政説明「令和 3 年度保育関係予算と制度の動向」 

厚生労働省 子ども家庭局 保育課 

保育施策にかかわる令和 3 年度予算の概要や保育にかかわる制度の動向、保育所等に

おけるコロナ対応について解説していただきます。 

 

（3）基調報告「全保協の活動について」全国保育協議会 副会長 森田信司 

 

（4）特別講演「ピンチの時こそ保育の見直しを！」 

一般社団法人家族・保育デザイン研究所 代表理事 

白梅学園大学 元学長・名誉教授  汐見稔幸 氏 

新型コロナウイルス感染症の影響や感染状況等に対応すべく変容した保育を受け止め

つつ、保育現場のリーダーとして、コロナ禍において保育はどうあるべきかを振り返り、

今後の新しい保育を続けていくうえでの保育所等の役割とリーダーのあり方を学びま

す。 

 

（5）講義「コロナ禍の保育を考える」 

玉川大学 教育学部 教授 大豆生田啓友 氏 

コロナ禍のなかで保育を行ううえで様々な制限が生じていることを理解しつつ、保育

の取り組み方の変化に柔軟に対応し保育の質を担保するために、リーダーとして保育士

等のモチベーションを維持させるためのはたらきかけも重要です。 

コロナ禍での子どもの心身の変化や保育者のストレスはどのようなものなのかを理解

したうえで、保育の質を保つための取り組みがどのようなものかを考え、実践につなげ

るための学びを得ます。 

 

2．主催  社会福祉法人全国社会福祉協議会・全国保育協議会 
 

3．参加対象者  所長・園長、または準ずる方（主任保育士・主幹保育教諭等） 

 

4．申込方法  下記 URLからお申込みください。 

名鉄観光サービス㈱MICEセンター 

https://www.mwt-mice.com/events/zenhokyo2101 

 

5．参加申込締切  令和 3年 1月 20日（水） 

1メールアドレスにつき 1名の申し込みとしてください。 
 

6．動画公開期間  令和 3年 2月 1日（月）～2月 15日（月）（2 週間） 
 

7．参加費  会員：8,000 円 非会員：13,000円（1メールアドレスあたり） 
 

8．お問合わせ  全国保育協議会事務局 zenhokyo@shakyo.or.jp 
 

 

https://www.mwt-mice.com/events/zenhokyo2101
mailto:zenhokyo@shakyo.or.jp

